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と
(

訪
日
外
国
人
旅
行
者)

近
年
、
大
都
市
圏
を
中
心
に
訪
日
外
国
人
観
光
客(

イ

ン
バ
ウ
ン
ド)

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
が『
日
本
に
来
た

ら
や
り
た
い
こ
と
』を
ラ
ン
キ
ン
グ
で
紹
介
す
る
と

『
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と
』　

…
70
％

『
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
』
…
…
…
…
50
％

『
自
然
・
景
勝
地
観
光
』　

…
…
43
・
５
％

『
繁
華
街
の
街
歩
き
』
…
…
…
37
・
３
％

『
温
泉
へ
の
入
浴
』
…
…
…
…
35
・
５
％

こ
の
様
な
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
全
国
で
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
成

功
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
限
界
集
落
だ
っ
た
徳
島
県
三
好
市
祖
谷
地

区
で
『
古
民
家
ス
テ
イ
』
と
言
う
形
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
獲
得
に
成
功
し
た
事
例
で
す
。

『
豊
か
な
自
然
と
山
間
の
急
斜
面
を
利
用
し
た
棚
田
に

古
民
家
』
と
言
う
、
美
し
い
日
本
の
風
景
が
残
る
こ
の

地
区
で
は
、
古
民
家
を
改
装
し
外
国
人
観
光
客
の
宿
泊

施
設
と
す
る
こ
と
で
、
見
事
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
風
景
は
、
『
日
本
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
』
と
称
さ

れ
、
古
い
文
化
と
高
い
民
俗
学
的
価
値
が
、
古
民
家
に

連
泊
し
て
、
読
書
や
散
策
を
し
な
が
ら
の
ん
び
り
過
ご

し
た
い
外
国
人
旅
行
者
に
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
登
米
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
紹
介
し
ま
す
。
『
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
＆

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
と
称
さ
れ
た
こ
の
大
会
は
、
フ
ラ

ン
ス
に
あ
る
メ
ド
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
を
モ
デ
ル
に
東
北
の

震
災
復
興
の
思
い
で
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
２
０
１
６

年
で
３
回
目
と
言
う
新
し
い
大
会
で
す
が
、
口
コ
ミ
が

話
題
を
呼
び
、
海
外
か
ら
参
加
す
る
ラ
ン
ナ
ー
も
年
々

増
加
し
、
昨
年
は
全
体
で
３
８
０
０
名
参
加
の
う
ち
外

国
人
が
１
０
０
名
で
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
マ
ラ
ソ

ン
以
外
に
登
米
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
東
北
日
本

酒
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
同
時
開
催
し
、
さ
ら
に
前
後
し

て
南
三
陸
復
興
ツ
ア
ー
、
東
北
酒
造
ツ
ア
ー
、
登
米
風

土
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ラ
ン
ナ
ー
以

外
の
人
で
も
楽
し
め
る
要
素
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
の
が

人
気
の
秘
訣
の
様
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
北
地
方
は
大
震
災
の
風
評
被
害

な
ど
に
よ
り
、
ま
だ
ま
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
成
功
事
例
は

少
な
く
、
今
後
、
ど
の
様
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
獲
得
の
試

み
が
行
わ
れ
て
い
く
か
楽
し
み
で
す
。

そ
こ
で
、
栗
原
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド(

訪
日
外
国
人
旅
行

者)

に
つ
い
て
く
り
こ
ま
高
原
駅
一
階
に
あ
る
「
栗
原
市

観
光
物
産
協
会
」
等
で
お
聞
き
し
ま
し
た
。

栗
原
市
が
交
流
を

推
進
し
て
い
る
国（
市
）に
つ
い
て

　

仙
台
空
港
の
国
際
定
期
路
線
の
あ
る
韓
国
や
中
国
、

近
年
は
特
に
台
湾
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
増
加
し
、
東
北

各
県
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
取
込
に
カ
を
入
れ
始
め

て
い
ま
す
。
栗
原
市
の
国
際
交
流
事
業
で
は
、
青
空
大

使(

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア)
や
オ
ー
ロ
ラ
大
使(

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン)

の
派
遣
事
業
に
加
え
、
台
湾
と
の
交
流
事
業
を
進

め
、
将
来
的
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
観
光
交
流
、
防
災
交

流
な
ど
の
相
互
交
流
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

□ 

台
湾
南
投
市

　

台
湾
南
投
市
は
１
９
９
９
年
の
台
湾
大
地
震
の
震
源

地
で
、
栗
原
市
と
は
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の
際
に
多
く

の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
宋
市
長
が
訪
れ
国

際
友
好
交
流
協
定
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

□ 

台
湾
花
蓮
縣

　

本
年
度
は
栗
原
市
総
合
防
災
訓
練
で
花
蓮
縣
の
消
防

局
救
助
隊
と
合
同
訓
練
を
行
う
な
ど
、
相
互
交
流
を
行

な
つ
て
い
ま
す
。

「
栗
原
市
民
ま
つ
り
」
に
も
参
加
い
た
だ
き.

栗
原
に
は

京
都
に
ま
け
な
い,

四
季
溢
れ
る
自
然
が
あ
る
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
台
湾
か
ら
「
栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

に
台
湾
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
が
出
場
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

□ 

ベ
ト
ナ
ム

　

昨
年
か
ら
民
間
レ
ベ
ル
の
日
越
交
流
文
化
事
業
と
し

て
「
ベ
ト
ナ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
多
数
の
ベ
ト
ナ
ム
出
身
者

の
方
が
働
い
て
い
ま
す
。

栗
原
市
の
観
光
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て

□ 

伊
豆
沼･

内
沼

　

夏
に
は
湖
面
一
面
に
広
が
る
蓮
の
花
が
、
ま
た
、
渡

り
鳥
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
そ
の
飛
び
立
つ
姿
を
カ
メ
ラ
に

収
め
よ
う
と
各
地
か
ら
カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

□ 

栗
駒
山

　

山
全
体
が
赤
い
紅
葉
に
包
ま
れ
る
栗
駒
山
は
、
毎
年

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
告
げ
る
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
る
自
慢
の
山
で
す
。
多
く
の
方
が
登
山
や
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

□ 

栗
原
市
の
お
祭
り
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

五
穀
豊
穣
を
願
い
行
わ
れ
る
「
く
り
こ
ま
山
車
ま
つ

り
」
「
小
迫
の
延
年
」
を
は
じ
め
「
花
山
鉄
砲
ま
つ

り
」
「
八
鹿
踊
り
」
な
ど
、
栗
原
に
住
む
人
々
の
願
い

を
込
め
た
古
来
か
ら
の
お
祭
り
が
今
も
伝
え
ら
れ
、
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
農
村
体
験
や
栗
駒
山
麓

ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
め
ぐ
る
ジ
オ
ツ
ア
ー
な

ど
、
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
栗
原
の
お
祭
り
が
一
年
中
見
る
こ
と
で
き
た

ら
」「
田
植
え
や
稲
刈
り
を
観
光
客
が
体
験
で
き
た

ら
」「
白
米
だ
け
の
『
塩
お
に
ぎ
り
』
と
『
芋
煮
』

を
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
で
食
べ
ら
れ
た
ら
」
い
い
で

す
ね
！
（
筆
者
感
想
）

宿
泊
と
買
い
物
に
つ
い
て

□ 

新
幹
線
く
り
こ
ま
高
原
駅
か
ら
観
光
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

栗
原
市
か
ら
沿
岸
の
南
三
陸
ま
で
広
域
的
な
利
用
は

あ
る
も
の
の
レ
ン
タ
カ
ー
や
タ
ク
シ
ー
が
メ
イ
ン
で

す
。
栗
駒
山
へ
の
路
線
バ
ス
も
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
み
。

気
軽
に
利
用
で
き
る
レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク
な
ど
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

□ 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
宿
泊
は
ツ
イ
ン
ル
ー
ム
な
ど

夫
婦
、
家
族
単
位
で
の
利
用
を
望
ま
れ
ま
す
。

　

お
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
の
設
備
も
誘
客
に
は

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

□ 

海
外
旅
行
に
現
金
は
あ
ま
り
持
ち
歩
き
ま
せ
ん
。

　

中
国
か
ら
の
旅
行
者
は
「
銀
聯
カ
ー
ド
」
他
の
地
域

の
方
は
一
般
の
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
カ
ー
ド
」
の
よ
う
な
世
界

中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
を
使
い
ま
す
。
迎
え
入

れ
る
側
と
す
れ
ば
カ
ー
ド
決
済
が
で
き
る
地
域
に
な
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

□ 

語
学
は
接
客
に
必
要
な
要
素
。

　

訪
日
観
光
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を

事
前
に
準
備
す
る
こ
と
で
接
客
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

栗
原
市
内
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
準
備
に
つ
い
て

　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
特
徴
は
中
国
人
旅
行
者
、
台

湾
人
旅
行
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
国
に
よ
り
違
い
ま
す
。

訪
日
旅
行
客
が
何
を
期
待
し
て
栗
原
に
訪
れ
る
か
、
考

慮
し
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば

台
湾
か
ら
の
旅
行
客
が
期
待
す
る
も
の

　

景
勝
地（
紅
葉
、
雪
等
）、
温
泉
、
日
本
食
、

　

伝
統
芸
能
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等

韓
国
か
ら
の
旅
行
客

　

景
勝
地（
紅
葉
等
）、
温
泉
、
日
本
食
、

　

日
本
酒
、
史
跡（
大
林
寺
）
等

中
国
か
ら
の
旅
行
者

　

景
勝
地（
紅
葉
等
）、
温
泉
、
日
本
食
、

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等

欧
米
か
ら
の
旅
行
者

　

景
勝
地（
紅
葉
）、
温
泉
、
日
本
食
、

　

伝
統
芸
能
、
自
然
体
験
プ
ラ
ン

※
共
通
し
て
期
待
す
る
も
の
は
、

　

景
勝
地（
紅
葉
、
雪
等
）
、
温
泉
、
日
本
食
な
ど

　

ま
た
、
国
際
情
勢
に
よ
り
、
一
度
に
客
足
が
途
絶
え

る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
は
地
区
や
地
場
の
強
み
を
生
か
し
た
、
一
過
性
で

な
い
「
お
も
て
な
し
」
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
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栗原法人会のホームページでは、各種講習
会・研修会・オンデマンドセミナー・税に
関する情報等がご覧頂けます！詳しくは
WEBで！

検索栗原法人会
URL：http://kuri-ho.com

vol.20
平成 29年 2月

国 税 庁

 税務署からのお知らせ

国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp/
 国税庁 検索 で検索してください。

電子申告
のほか

確定申告書は、自宅で作成し
　　郵送等で提出できます！

　申告書作成会場は大変混雑し、長時間お待ちいただく場合があります。
　是非、ご自宅での申告書作成に国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」をご利用ください。

企
業
理
念
と
し
て

共
生得

意
先
と
当
社
。
当
社
と
社
員
。

社
員
と
家
族
。
共
に
生
き
る

有
言
実
行

質
実
剛
健
に
て
、
言
っ
た
事
。
約

束
し
た
事
。
決
め
た
事
。
を
や
り

ぬ
く
。

グ　
　

愚
痴
言
わ
ず

ラ
ン　

燗
漫
無
心
で
事
に
処
し

テ
ッ　

徹
底
努
力
で

ク　
　

悔
い
無
き
営
業

瀬
峰
の「
一
乗
梱
包
運
輸 

株
式
会
社
」さ

ん
で
す
。 築館

株
式
会
社

　

グ
ラ
ン
テ
ッ
ク

 企業リレー［  　　　　］毎号表紙を飾っていただくのは
各企業の社員さんです。
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11/11
Fri

10/17
Mon

10/26
Wed

〇若柳・栗駒地区（若柳・金成・栗駒・鶯沢）
場　所：栗原市栗駒「グリーンヒル浦島」
参加数：25名

11/14
Mon

場　所：栗原市築館「栗原法人会研修室」
演　題：「会社の決算・申告の実務」
講　師：築館税務署 法人統括国税調査官
　　　　　　　　　　　 遠藤　恵一 氏
参加者数：9名

11/22
Tue

〇若柳小学校
講　師：青年部会部会長 川嶋　哲 氏
                                         　他４名
参加児童数：99名

12/2
Fri

〇一迫小学校
講　師：女性部会幹事 中嶋　顕子 氏
                                         　他２名
参加児童数：56名

12/2
Fri

〇栗駒中学校
講　師：厚生副委員長 高橋　英明 氏
                                         　他１名
参加児童数：105名

12/9
Fri

〇瀬峰小学校
講　師：女性部会員 只見　直美 氏
                                         　他２名
参加児童数：46名

12/20
Tue

〇築館小学校
講　師：青年部会副部会長　
　　　　　　　長谷川　敬 氏・他２名
参加児童数：74名

11/15
Tue

場　所：栗原市志波姫「エポカ21」
演　題：「Ｑ＆Ａ　やさしい税金教室」
講　師：税理士　佐藤　雅俊 氏
参加者数：5名

11/18
Fri

場　所：栗原市志波姫「エポカ21」
演　題：「知っておきたい相続税・贈与税の実務」
講　師：税理士　千葉　恒平 氏
参加者数：10名

〇築館地区（築館・一迫・花山・志波姫・高清水・瀬峰）
場　所：栗原市築館「ホテルグランドプラザ浦島」
参加数：52名

11/25
Fri

「税制改正要望陳情」
場　所：栗原市築館
　　　 「栗原市役所市長室・議長室」

法人会おなじみの税務研修会並びに地区懇談会が２地区で開催
されました。７月に着任された築館税務署長の武田実署長をお迎
えして講話をいただきました。

今年も「税を考える週間」に税務等セミナーを開催しました。
税によってわれわれの暮らしは支えられていることを改めて考え
る機会となり、税知識・納税意識の向上につながったことと思い
ます。

今年度も全国で「平成２９年度税制改正に関する提言」を取り
まとめたものを佐藤勇市長・濁沼一孝市議会議長に対して提言し
てまいりました。

市内４校の小学校と栗
駒中学校に出前講座に
行ってまいりました。児
童・生徒の皆さんは、と
ても礼儀正しく元気なあ
いさつで迎えてくれまし
た。質問に積極的に答え
てくれ、税金の大切さに
ついてしっかり理解して
くれました。

学校
：青年部会部会長 川嶋 哲 氏

「税務研修会並びに地区懇談会」
演　題：「税務雑感」　
講　師：築館税務署 署長 武田　実 氏

～税を考える週間特別企画～税務等セミナー

「築館税務署納税表彰式」
場　所：栗原市築館「ホテルグランドプラザ浦島」
受賞者：白鳥正文筆頭副会長（築館税務署長表彰）

租税教室「税金の大切さについて」
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